
ま
ちかど
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仮
設
・
借
り
上
げ
住
宅
の
供
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了

避
難
生
活
を
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て
帰
町
さ
れ
た
方
の
想
い
は
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４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

木田　　巧 さん 

（折木）

加藤　朝子 さん 

（広洋台）

　

私
は
、
原
発
事
故
後
、
避
難

先
は
町
民
バ
ス
で
小
野
町
体
育

館
か
ら
八
幡
屋
、
松
伯
館
へ
。

　

仮
設
住
宅
は
中
央
台
高
久
へ

平
成
23

年
７
月
２
日
よ
り
平
成

29

年
３
月
30

日
ま
で
、
共
同
生

活
、
行
事
に
参
加
で
き
良
い
経

験
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
会
社
の
定
年
を
迎

え
、
現
在
広
野
町
警
戒
パ
ト

ロ
ー
ル
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

広
野
町
に
戻
り
、
仕
事
の
警

戒
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
、
住

民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
町
の
全
域
を
警
戒
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
一
般
会

計
・
特
別
会
計
合
わ
せ

て
、
約
１
１
１
億
円
と

な
る
生
活
再
建
の
具
現

化
を
図
る
当
初
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に

帰
町
さ
れ
た
町
民
の

方
々
は
、

「
元
気
だ
っ
た
？
」

「

変

わ

り

な

く

て

良

か
っ
た
ね
～
。
」

「
や
っ
ぱ
り
広
野
は
い

い
ね
～
。
」

と
賑
や
か
に
交
わ
す
会

話
や
、
小
・
中
学
校
の

新
一
年
生
が
、
元
気
良

く
挨
拶
し
登
校
す
る
光

景
な
ど
、
震
災
前
の
活

気
を
取
り
戻
せ
て
お
り

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
・
原

発
事
故
か
ら
７
年
目
と

な
る
中
、
町
民
一
人
、

一
人
の
自
立
を
目
指
す

新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
切

ら
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
度
、
広
野
町

民
の
精
神
に
立
ち
戻
り

郷
土
に
住
む
自
覚
と
誇

り
を
も
ち
、
先
人
が
築

い
た
品
性
豊
か
な
心
を

受
け
つ
い
で
、
お
互
い

に
心
を
合
せ
、
明
る
く

住
み
よ
い
、
緑
と
光
の

豊
か
な
町
作
り
を
目
指

し
、
町
民
の
皆
様
と
共

に
し
っ
か
り
と
進
め
て

参
り
ま
す
。

　
　
　
　

（
遠
藤　

浩
）

　

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
６
年
が
経
過
し
、
平

成
29
年
３
月
末
を
も
っ
て
仮
設
住
宅
・
借
り
上
げ
住
宅
の

供
与
期
間
が
終
了
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
帰
町
さ
れ

た
町
民
の
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
帰
町
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
帰
町
さ
れ
た
方
の
今
の
心
境
を
お
伺
い
し
ま
し

た
。

発
行
・
編
集
責
任
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黒
田
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広
報
委
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委 
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史
子

副
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長　

阿
部
憲
一

委　
　

員　

北
郷
幹
夫

委　
　

員　

小
磯
利
雄

委　
　

員　

遠
藤　

浩

　

仮
設
で
の
生
活
は
カ
ラ
オ
ケ
、

手
芸
、
ス
ポ
ー
ツ
と
行
事
が
あ
り

住
民
の
絆
も
強
く
充
実
し
た
毎
日

を
過
ご
せ
ま
し
た
。
支
援
も
多
く

受
け
た
こ
と
に
全
国
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

帰
町
し
た
の
は
先
祖
の
霊
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思

い
か
ら
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
仮
設
の
体
験
を

生
か
し
健
康
に
気
を
つ
け
な
が

ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
声
か
け

あ
っ
て
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


